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ひ
だ
か
が
わ
い
り
あ
い
ざ
く
ら
一一○○九年度は、奇しくｊ、『日高川入相花王』（説経
ざ
く
ら
節では『日高川入相桜』）を都合一二度演奏する機会を得た。
一
度
目
は
十
一
月
の
第
七
回
「
八
王
子
車
人
形
と
民
俗
芸
能
の
公
演
」
、
二
度
目
は
同
じ
く
十
一
月
の
第
九
十
一
回
「
大
日
本
素
義
会」、一一一度目は一一○一○年三月の「義太夫教室ＯＢ演奏
会
」
に
於
て
で
あ
る
。
｜
度
目
の
「
八
王
子
車
人
形
と
民
俗
芸
能
の
公
演
」
は
説
経
節
で
八
王
子
車
人
形
の
地
方
と
し
て
、
二
度
目
は
じ
め
に
説
経
節
『
日
高
川
入
相
桜
』
を
巡
っ
て
ｌ
詞
章
研
究
Ｉ
の「大日本素義会」、三度目の「義太夫教室ＯＢ演奏会」
は
義
太
夫
節
の
素
浄
瑠
璃
と
し
て
。
筆
者
が
勤
め
た
の
は
い
ず
れ
も三味線方である。
以
前
よ
り
、
説
経
節
と
義
太
夫
節
で
は
、
同
じ
『
日
高
川
入
相
花
王
」
で
も
詞
章
に
お
い
て
、
大
き
な
差
異
が
あ
る
こ
と
に
小
さ
か
ら
ぬ
疑
問
を
抱
い
て
い
た
が
、
今
回
連
続
し
て
演
奏
し
て
、
そ
の
疑
問
が
大
き
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
両
者
の
（
節
は
と
も
か
く
）
詞
章
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
説
経
節
の
特
徴
を
い
く
ら
か
で
も
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
安
藤
俊
次
１ 
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圖（科白）を除く、囲み文字がその細かい節の名称で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
た
節
で
あ
る
。
義
太
夫
節
の
場
合
も
説
経
節
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
ま
で
も
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
な
事
情
で
あ
る
。
そ
の
細
か
い
節
が
、
説
経
節
な
ら
説
経
節
の
、
義
太
夫
節
な
ら
義
太
夫
節
の
、
固
有
の
節
で
あ
る
以
上
、
節
の
比
較
は
こ
こでは意味を持たない。
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
節
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
も
語
り
物
の
共
通
の
特
徴
と
し
て
、
原
則
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
細
か
い
節
の
集
合
が
全
体
の
節
を
構
成
し
て
い
て
、
そ
の
細
か
い
節
は
、
例
え
ば
説
経
節
の
場
合
、
○
、
△
、
□
、
ヤ
ゴ
イ
等
々
の
名
が
付
い
て
い
て
、
詞
章
の
部
分
部
分
に
適
当
な
節
が
割
り
当
て
ら
れ
る
。
現
行
の
説
経
節
「
日
高
川入相桜」について、冒頭を見れば、次の通りである。
岡圏↓囮道はあやなき恋路の闇↓□うら吹き返
す夜嵐に↓□見にしむ野辺の露深く↓□草踏み分
けてようｌ～と↓國安珍さまいのう、安珍さまいの
う↓Ｒｕ呼べど叫べどその人の↓□影も形も鳴く虫
の、曰Ⅲ］あのきりぎりす、我が恋を、、、
説
経
節
の
淵
源
は
極
め
て
古
い
愚
１
）
。
説
経
に
は
、
中
世
に
仏
教
の
教
え
を
鯵
な
ど
を
用
い
て
拍
子
を
取
り
な
が
ら
語
る
唱
門
師
に
よ
る
門
説
経
・
歌
説
経
と
言
わ
れ
た
放
浪
芸
と
し
て
の
説
経
浄
瑠
璃
の
系
統
が
あ
っ
た
。
｜
方
、
大
道
芸
と
し
て
古
く
か
ら
の
説話などを人形を遣って小屋で語る説経浄瑠璃の系統が
あ
る
。
後
者
は
、
五
説
経
と
言
わ
れ
る
『
苅
萱
』
『
俊
徳
丸
（
信
徳丸）』『小栗判官』『三荘太夫」『梵天国』（後に、『苅萱」
『三荘太夫』『愛護若』「信太妻』「梅若」）を演目の中心
に
、
江
戸
初
期
、
三
味
線
を
取
り
入
れ
、
義
太
夫
節
に
先
立
っ
て
栄
え
た
が
、
義
太
夫
節
の
台
頭
に
よ
り
、
他
の
浄
瑠
璃
と
共
に
衰
退
、
江
戸
後
期
文
化
年
間
（
一
八
○
四
’
’
八
）
に
江
戸
に
於
て
初
代
薩
摩
若
太
夫
が
初
期
の
も
の
と
は
異
な
る
、
祭
文
を
取
り
入
れ
た
と
言
わ
れ
る
形
で
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
説
経
節
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
正
本
そ
の
他
に
「
二
上
り浄瑠璃」「説経浄瑠璃」「説経祭文」等、また「説経」
の代わりに「説教」の文字も見えるが、この論考では「説
経
節
」
で
統
一
し
て
お
く
。
説
経
節
の
沿
革
２ 
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そ
の
後
、
再
度
衰
退
し
た
が
、
東
京
近
郊
に
は
そ
の
流
れ
が
辛
う
じ
て
残
り
、
八
王
子
で
は
薩
摩
派
と
し
て
車
人
形
の
地
方
を
勤
め
、
ま
た
、
十
代
目
薩
摩
若
太
夫
（
内
田
総
淑
）
は
素
語
り
と
し
て
も
実
力
を
示
し
た
。
節
と
し
て
は
、
豪
快
、
繊
細
を
兼
ね
備
え
た
多
彩
な
義
太
夫
節
に
対
し
、
説
経
節
は
極
め
て
素
朴
で
あ
る
と
言
っ
て
良
い
。
「
日
高
川
入
相
桜
』
も
そ
の
特
徴
が
よ
く
現
れ
て
いる。現在伝えられている演目は、五説経の内から、『苅
萱』『信徳丸』『小栗判官』『三莊太夫』『信太妻」の他、『景
清
』
三
谷
轍
軍
記
』
「
八
百
屋
お
七
」
と
い
っ
た
本
来
は
義
太
夫
節
の
演
目
と
、
新
内
節
か
ら
と
思
わ
れ
る
『
道
中
膝
栗
毛
」
な
ど
で
あ
る
。
江
戸
末
か
ら
は
、
人
気
、
普
及
度
で
群
を
抜
く
義
太
夫
節
の
演
目
が
盛
ん
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
の
が
よ
く
判
る
。
薩
摩
若
太
夫
の
系
譜
詮
２
）
は
、
初
代
（
生
年
不
明
、
文
化
八
年
没
）
が
本
所
四
つ
目
の
千
代
鶴
近
八
、
通
称
米
千
（
千
代
鶴
近
八
と
米
千
が
同
一
人
物
か
ど
う
か
は
不
明
）
。
二
代
目
（
千
代
鶴
近太郎、初代の息子）が浅草広小路、三代目（紺屋幾蔵）
が
本
所
割
下
水
、
四
代
目
（
下
駄
屋
七
右
ヱ
門
）
が
駒
込
富
士
前
、
五
代
目
（
諏
訪
仙
之
助
）
が
板
橋
。
こ
の
辺
り
ま
で
（
五
代
目
は
、
文
化
八
年
～
明
治
十
年
）
い
わ
ゆ
る
江
戸
市
中
乃
至
は
江
戸
圏
内
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
時
代
も
既
に
明
治
に
入
っ
て
い
る
。
六
代
目
（
古
屋
平
五
郎
、
文
化
十
二
年
～
明
治
三
十
四
年
）
は
、
一
挙
に
西
多
摩
二
宮
に
跳
ぶ
。
七
代
目
（
沢
田
春
吉
、
嘉
永
四
年
～
大
正
五
年
）
は
、
西
多
摩
今
井
、
八
代
目
（
沢
田
良
助
、
明
治
四
年
～
昭
和
三
年
）
、
九
代
目
（
加
藤
健
次
郎
、
慶
応
元
年
～
昭
和
二十年）は、共に西多摩伊奈、十代目は二人いて、一人（浜
中
平
治
、
明
治
三
十
五
年
～
昭
和
五
十
七
年
）
は
、
西
多
摩
大
久
野
、
も
う
一
人
（
内
田
総
淑
、
明
治
二
十
七
年
～
昭
和
五
十
九
年
）
が
、
八王子谷野１万町。十一代目（石川浪之助、明治三十一
年
～
昭
和
五
十
六
年
）
が
、
八
王
子
市
川
ロ
ｌ
横
山
町
、
十
二
代
目
（
古
屋
要
平
、
大
正
十
二
年
～
平
成
五
年
、
追
贈
）
が
、
小
河
内
川
野
で
あ
る
（
十
三
代
目
Ⅱ
当
代
、
渡
部
雅
彦
、
昭
和
三
十
四
年～、八王子市戸吹在住。但し、「説経節の会」詮３）の
認定による襲名）。
こ
の
ほ
か
、
初
代
若
太
夫
門
か
ら
出
た
初
代
薩
摩
津
賀
太
夫
（
生
年
不
明
、
嘉
永
二
年
没
）
は
、
埼
玉
入
間
川
の
人
。
そ
の
系
譜
は
、
西
多
摩
、
八
王
子
に
。
ま
た
、
三
代
目
若
太
夫
門
か
ら
出
た
薩
摩
若登太夫（文化八年～明治三十一年）は、埼玉秩父横瀬
の
人
。
さ
ら
に
、
五
代
目
若
太
夫
門
か
ら
出
た
日
暮
竜
卜
（
文
政
六
年
～
明
治
二
十
八
年
）
は
、
埼
玉
騎
西
の
人
。
同
じ
く
五
代
目
門
か
ら
出
た
薩
摩
駒
木
太
夫
（
文
政
十
一
年
～
大
正
元
年
）
は
、
３ 
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八
王
子
恩
方
の
人
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
説
経
節
の
中
心
は
、
六
代
目
以
降
江
戸
を
離
れ
、
遠
く
西
多
摩
、
八
王
子
、
埼
玉
に
移
っ
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
見
て
取
れ
る
。
江
戸
初
期
の
説
経
節
と
江
戸
後
期
に
復
興
し
た
説
経
節
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
前
期
説
経
節
、
後
期
説
経
節
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、
前
期
説
経
節
が
廃
れ
た
詮
４
）
の
は
、
古
い
演
目
を
踏
襲
し
、
曲
調
に
も
精
彩
を
欠
い
た
と
思
わ
れ
る
説
経
節
が
、
新
興
の
義
太
夫
節
の
勢
い
に
破
れ
た
た
め
と
考
え
る
の
が
ご
く
自
然
だ
と
思
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
後
期
説
経
節
が
江
戸
に
於
い
て
一
応
の
成
功
を
見
、
そ
の
後
江
戸
（
東
京
）
市
中
を
離
れ
、
周
辺
地
方
に
流
れ
て
い
っ
たのは何故か。
初
代
薩
摩
若
太
夫
が
操
り
人
形
芝
居
薩
摩
座
を
起
こ
し
た
頃
、
江
戸
に
行
わ
れ
て
い
た
音
曲
は
、
豊
後
節
系
の
常
磐
津
節
・
富
本
節
・
新
内
節
（
や
や
遅
れ
て
清
元
節
）
、
半
太
夫
節
、
河
東
節
、
｜
中
節
、
長
唄
、
荻
江
節
等
々
、
そ
れ
に
義
太
夫
節
と
、
百
花
績
乱
の
観
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
ど
こ
に
説
経
節
が
入
り
込
む
余
地があったのかとさえ思われるほどである。初代は米屋、
二
代
目
は
そ
の
息
子
で
あ
る
か
ら
、
米
屋
を
継
い
だ
可
能
性
が
高
い。三代目は紺屋、四代目は下駄屋とある。初代の弟子、
初
代
津
賀
太
夫
は
神
職
で
あ
る
（
仏
教
か
ら
出
た
説
経
節
が
、
神
職
に
引
き
継
が
れ
る
と
い
う
の
も
、
日
本
の
宗
教
の
複
雑
な
一
面
で
あ
ろ
う
か
）
。
家
元
（
と
い
う
名
称
が
適
当
か
ど
う
か
は
、
別
と
し
て
）
と
い
っ
て
も
、
そ
の
道
で
の
み
生
計
を
立
て
る
他
の
音
曲
諸
流
派
と
は
か
な
り
事
情
を
異
に
す
る
。
こ
の
点
か
ら
見
る
と
、
薩
摩
座
を
立
て
は
し
た
も
の
の
（
三
代
目
か
ら
は
、
同
座
を
離
れ
る
）
、
説
経
節
が
世
間
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
一
時
で
、
演
目
も
『
小
栗
判
官
』
や
『
三
荘
太
夫
」
と
い
っ
た
古
く
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
に
、
義
太
夫
節
を
始
め
、
他
の
諸
流
派
の
演
目
を
取
り
入
れ
る
工
夫
は
さ
れ
て
は
い
る
が
、
曲
節
の
単
調
さ
と
も
ど
も
、
世
に飽きられたのだろう、少なくとも江戸市中に於いては。
し
か
し
、
そ
の
曲
節
の
単
調
さ
（
素
朴
さ
、
と
い
っ
て
も
い
い
だろう）、演目の独自性と多様性が、多くの門弟を生み、
江
戸
周
辺
地
域
に
説
経
節
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
事
実
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
農
村
が
、
歌
舞
伎
、
人
形
芝
居
の
受
け
Ⅲ
と
な
っ
た
例
は
、
数
多
く
見
ら
れ
る
が
、
説
経
節
は
、
八
王
子
、
小
河
内
川
野
、
埼
玉
竹
間
沢
の
車
人
形
、
秩
父
横
瀬
の
被
紗
人
形
と
い
っ
た
地
域
独
特
の
人
形
芝
居
と
結
び
つ
い
た
。
こ
こ
に
、
説
経
節
の
曲
節
・
詞
章
は
、
本
来
持
っ
て
い
る
中
世
的
性
格
と
庶
民
性
に
地
域
の
独
自
性
（
土
臭
さ
）
が
加
わ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
周
辺
地
区
に
伝
わ
っ
た
説
経
節
は
、
地
元
に
少
な
か
ら
ぬ
数
の
門
弟
４ 
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を
持
ち
、
二
度
と
中
央
と
は
関
わ
ら
ぬ
ま
ま
戦
争
ま
で
は
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
戦
後
は
、
徐
々
に
衰
退
し
、
辛
う
じ
て
残
っ
た
の
が
、
薩
摩
駒
木
太
夫
ｌ
駒
和
太
夫
の
系
譜
を
引
く
十
代
目
若
太
夫
（
内
田
総
淑
）
に
代
表
さ
れ
る
八
王
子
薩
摩
派
、
代
々
の
薩
摩
津
賀
太
夫
を
受
け
継
ぐ
西
多
摩
大
久
野
、
日
暮
竜
卜
系
で
初
代
・
二
代
目
若
松
若
太
夫
に
代
表
さ
れ
る
熊
谷
ｌ
板
橋
の
若
松
派
、
薩
摩
若
登
太
夫
以
来
の
秩
父
横
瀬
で
あ
る
。
そ
の
ど
の
派
も
ほ
と
ん
ど
絶
え
よ
う
と
し
ていたのが、何とか保存伝承に努めているのが現状である。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
説
経
節
の
原
点
と
い
え
る
演
目
は
、
い
わ
ゆ
る
五
説
経
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
一
例
と
し
て
八
王
子
市
郷
士
資
料
館
所
蔵
の
正
本
明
細
一
覧
表
を
見
て
み
よ
う
詮
５
）
。
説
経
節の演目
『小栗判官」十三
『三莊太夫」十一一
『苅萱』三冊
『志ん徳丸」二冊
十
三
冊
十
二
冊
以
上
、
原
典
五
説
経
ヨ
の
谷
徽
軍
記
』
六
冊
『出世景清』六冊
『日蓮上人一代記」六冊
『子敦盛』四冊
『信太妻』四冊
「源平盛衰記』四冊
「佐倉宗吾』三冊
『関取千両幟」三冊
『竹生島」三冊
『鏡山旧錦絵』二冊
『傾城阿波鳴門」二冊
『道中膝栗毛』二冊
『日高川入相桜』二冊
『伽羅先代萩』二冊
「八百屋お七』二冊
そ
の
他
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
冊
の
み
以
上
、
原
典
五
説
経
以
外
合
計
一
○
○
冊
５ 
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一
冊
一
冊
に
は
、
各
演
目
の
一
段
ず
つ
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
もあれば、一一段、三段収められているものもあり、また、
重
複
し
て
い
る
段
（
書
写
し
た
太
夫
が
異
な
る
場
合
が
多
い
）
も
あ
っ
て
、
数
は
あ
ま
り
問
題
に
な
ら
な
い
が
、
さ
す
が
に
「
小
栗」ものと「三荘太夫』ものが圧倒的に多い。序でなが
ら、ほとんどが手写本で、『小栗』の内三冊と『三荘太夫」
の
内
四
冊
が
、
江
戸
末
期
と
思
わ
れ
る
木
版
本
（
薩
摩
若
太
夫
正
本
）
で
あ
る
（
こ
の
こ
と
は
、
説
経
節
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
の
証拠となろう）。
冊数で言えば、『小栗』と『一一一荘太夫』が多いとはい
え
、
演
目
数
で
は
義
太
夫
節
の
演
目
が
大
幅
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
詞
章
を
見
る
と
前
期
説
経
節
の
正
本
の
詞
章
と
、
後
期
説
経
節
の
詞
章
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る。「信太妻」ものは、一応「信太妻』としたものの、「芦
屋道満大内鑑」という義太夫狂言の外題をつけているも
の
も
あ
る
。
義
太
夫
節
で
は
、
事
情
が
か
な
り
込
み
入
っ
て
い
て
詮
６
）
、
『日高川入相桜』
一通りの説明を要する。作品としては、次の二作がある。
該当する段と共に挙げてみる。
う
ろ
こ
一．『道成寺現在蛇鱗」浅田一鳥・並木宗輔合作、寛保
二年（一七四二）大阪豊竹座初演、時代五段物。
「清姫日高川之段」
一一．『日高川入相花王」竹田小出雲（三代目）・近松半一一
ほ
か
合
作
、
宝
暦
九
年
二
七
五
九
）
、
大
阪
竹
本
座
初
演
、
時
代五段物。
「道行思ひの雪吹」
どちらも時代物（王代物）で、一では皇子の御位争い、
二では天皇の忠臣と悪臣の争いが主筋で、これに清姫の
嫉妬が絡む。ただし、内容・詞章とも両者は別物である。
少々複雑なのは、現行の『日高川入相花王』の内容が、
この『日高川入相花王」ではなくて、｜の『道成寺現在
蛇鱗」を原典とし、これを景事風に改作した物であるに
も拘わらず、外題は『日高川入相花王』を踏襲している
点
で
あ
る
。
ま
た
、
｜
に
見
ら
れ
る
、
堤
の
部
分
（
清
姫
と
、
里
人・飛脚・修行者との遣り取り）は、省略される。
新
内
節
『
日
高
川
』
（
初
代
鶴
賀
若
狭
橡
（
享
保
二
年
一
七
一
七
年
ｌ
天
明
六
年
一
七
八
六
年
）
作
曲
）
は
、
内
容
．
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詞章とも堤の部分も含め、『道成寺現在蛇鱗』をほぼ忠
実
に
受
け
継
い
で
い
る
。
さ
て
、
説
経
節
「
日
高
川
入
相
桜
』
で
あ
る
が
、
右
に
見
た
八
王
子
市
郷
士
資
料
館
所
蔵
一
覧
に
あ
る
二
冊
の
正
本
（
手
写
本
）
、
貢
表
）
日
高
川
入
相
桜
清
姫
道
行
の
段
二
上
り
浄
瑠
璃
（裏）昭和参拾参年二月吉日二代目薩摩濱嘉』と、「（表）
日
高
川
薩
摩
若
太
夫
（
裏
）
昭
和
五
拾
七
年
五
月
二
十
九
日
芸
道
七
十
周
年
記
念
米
寿
祝
福
芸
能
会
八
王
子
労
政
会
舘
明
神
町
』
の
二
冊
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
筆
者
の
手
元
に
あ
る
の
は
、
手
写
本
『
清
姫
道
行
日
高
川
入
相
桜
堤
・
渡
し
場
・
鐘
楼
』
（
十
代
目
薩
摩
若
太
夫
Ⅱ
内
田
総
淑
の
正
本
を
そ
の
弟
子
梅
田
和
子
が
筆
写
し
た
も
の
）
と
、
「
民
衆
芸
能
説
経
節
集
解
説
書
上
巻
」
所
載
の
『
日
高
川
清
姫
嫉
妬
の
段
」
（
十
代
目
薩
摩
若
太
夫
Ⅱ
内
田
総
淑
）
、
同
じ
く
『
日
高
川
清
姫
嫉
妬
の
段
』
（
十
二
代目薩摩若太夫）である。外題、段名に差異はあるものの、
内
容
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は
な
い
。
そ
の
内
容
・
詞
章
は
、
義
太
夫
節
「
道
成
寺
現
在
蛇
鱗
』
と
、
当
然
の
こ
と
に
新
内
節
「
日
高
現
行
義
太
夫
節
の
「
日
高
川
入
相
花
王
』
は
、
堤
の
部
分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
し
、
か
な
り
改
作
さ
れ
て
い
て
、
「
道
成
寺
現
在
川」と酷似している。
蛇鱗」の、従って新内節『日高川』の、また説経節『日
高
川
入
相
桜
」
の
詞
章
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
ある。それ
で
は
、
以
下
に
多
少
煩
雑
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
義
太夫節「道成寺現在蛇鱗」、新内節「日高川』、説経節『日
高川入相桜』、三者の詞章の違いを挙げ、比較してみよう。
前
も
っ
て
断
っ
て
お
く
が
、
説
経
節
「
日
高
川
入
相
桜
』
は
、
三
者
の
内
で
最
も
遅
く
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
で
は
、
義
太
夫
か
ら
直
接
そ
の
詞
章
が
伝
わ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
新
内
節
を
経
て
伝
わ
っ
た
の
か
、
大
い
に
興
味
あ
る
こ
と
だ
が
、
詞
章
の
比
較
か
ら
だ
け
で
は
、
残
念
な
が
ら
確
証
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
、
先
行
の
浄
瑠
璃
二
者
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
説
経
節
「
日
高
川
入
相
桜
』
の
詞
章
の
特
徴
を
指
摘
す
る
こ
と
は
出
来
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
上
演
の
条
件
に
よ
り
、
抜
き
差
し
、
変
化
の
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
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ぴ
立
出
る
／
姿
し
ど
な
き
／
振
袖
の
／
裏
吹
か
へ
す
夜
嵐
も
が
る
国
我
ガ
恩
ひ
／
心
強
も
偽
て
／
捨
行
夫
ト
の
つ
ら
に
く
や
は
っ
と
驚
く
清
姫
が
／
胸
も
張
り
さ
く
し
ん
ゐ
の
炎
／
こ
が
れ
こ
【新内節】
い
づ
く
迄
も
お
っ
か
け
て
／
恨
を
い
は
で
お
か
ふ
か
と
寝
所
を
忍
【義太夫節】
［説経節】
道
は
あ
や
な
き
恋
路
の
闇
／
裏
吹
き
返
す
夜
嵐
も
義
太
夫
節
と
新
内
節
は
、
浄
瑠
璃
（
語
り
物
）
の
常
と
し
て
、
行
空
の
／
姿
し
ど
な
き
／
振
袖
の
／
裏
吹
き
返
す
夜
嵐
も
三者の『日高川』詞章の比較（註６）（傍線は総て引用者）
行
空
の
道
も
あ
や
な
き
／
恋
路
の
闇
安
珍
立
退
給
ふ
と
聞
キ
／
先
ず
は
、
語
り
出
し
の
部
分'１ 
前段からのヲクリを受けた常套句「行空の」で始まるが、
説
経
節
は
そ
の
例
に
倣
わ
な
い
。
新内節も、説経節も、義太夫節の長い説明を採ってい
ない。新内節は、「道もあやなき恋路の闇」も
採ってい
ない。一方、説経節は、「姿しどなき振袖の」がないため、
「道はあやなき恋路の闇」から「裏吹き返す」への繋が
りが不明である。同じ十代目若太夫の別の写本では、「空
吹
き
返
す
」
と
あ
り
、
演
者
自
身
が
そ
の
不
整
合
を
意
識
し
、
書
き換えたと考えられる。その際に、義太夫節にも新内節
に
も
当
た
っ
て
み
る
労
を
取
っ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
両
者
に
当たる術を持っていなかったためか、あるいはまた、義
太
夫
節
、
新
内
節
に
原
作
の
あ
る
こ
と
が
、
既
に
念
頭
に
な
か
っ
たためか。
二
．
清
姫
が
堤
で
出
逢
っ
た
里
人
の
科
白
［義太夫節］
（
里
）
宵
闇
で
道
筋
が
知
し
に
く
い
／
道
成
寺
へ
は
か
ふ
行
ク
か
と
／
問
し
た
顔
つ
き
う
る
ノ
ー
き
よ
る
ノ
ー
／
そ
れ
を
尋
る
こ
な
た
の
そ
ぶ
り
／
ヱ
塗
聞
へ
た
／
コ
リ
ャ
色
じ
ゃ
の
８ 
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説
経
節
だ
け
、
「
て
て
て
っ
き
り
、
、
、
お
っ
こ
ち
じ
ゃ
の
」
が
挿
入
さ
れ
、
勢
い
チ
ャ
リ
め
い
た
節
と
な
る
。
「
お
っ
こ
ち
」
は
、
情
人
、
乃
至
は
情
人
関
係
の
こ
と
で
、
里
人
の
か
ら
か
い
気
分
が
良
く
出
て
い
る
。
三
．
次
に
、
清
姫
が
飛
脚
と
出
会
う
場
面
【新内節］
（
里
）
宵
闇
で
道
筋
が
知
れ
に
く
い
／
道
成
寺
へ
は
こ
う
行
く
か
と
／
問
わ
れ
た
顔
付
き
う
ろ
ノ
ー
き
よ
る
ｌ
～
／
そ
れ
を
尋
る
こ
な
た
の
そ
ぶ
り
／
ヱ
凶
聞
へ
た
／
コ
リ
ャ
色
じ
ゃ
【説経節】
（
里
）
宵
闇
で
道
筋
が
知
れ
に
く
い
／
道
成
寺
へ
は
こ
う
行
く
か
と
あ
あ
行
く
か
と
／
言
わ
れ
た
顔
の
う
ろ
ノ
ー
き
よ
る
ノ
ー
／
そ
れ
を
尋
ぬ
る
そ
な
た
の
素
振
り
／
エ
エ
聞
こ
え
尋
る
こ
な
た
の
そ
ぶ
り
／
ヱ
凶
の
ノ
ー
／
し
か
も
答
の
花
の
色
ち
じ
ゃ
の
／
し
か
も
蕾
の
花
の
色
た
ノ
ー
／
こ
い
つ
あ
又
て
て
て
っ
き
り
色
じ
ゃ
の
お
っ
こ
ノ
ー
／
し
か
も
苔
の
花
の
色
【新内節］
右
手
の
田
の
面
に
打
ち
続
く
意
地
の
か
け
橋
／
さ
さ
や
き
の
／
橋
も
／
恨
め
し
い
つ
の
世
に
／
誰
が
忍
び
逢
う
薄
の
岡
／
あ
と
に
【義太夫節］
い
じ
め
て
の
田
の
も
に
打
つ
ぎ
く
井
路
の
か
け
は
し
／
さ
鼠
や
き
の
／
は
し
も
／
恨
め
し
い
つ
の
世
に
／
た
が
忍
び
あ
ふ
簿
の
岡
／
跡
に
見
捨
て
行
先
キ
ヘ
／
状
箱
か
た
げ
た
早
飛
脚
／
行
キ
あ
た
っ
て
（飛）あいたしこ
【説経節】
右
手
の
田
の
面
に
打
ち
続
く
意
地
の
懸
け
橋
／
さ
さ
や
き
の
／
橋
も
／
恨
め
し
い
つ
の
世
に
／
誰
が
忍
び
会
う
す
す
き
野
を
／
後
見
棄
て
て
行
く
先
き
へ
／
刀
の
鞘
に
／
状
箱
担
げ
た
早
飛
脚
／
行
き
当
っ
て
（飛）あいたしこ
（飛）ハアヤッシッシノーーシシヤッシッシシシヤッシッシ・：
行
当
た
っ
て
に
見
捨
て
て
行
く
先
に
／
刀
の
鞘
に
／
状
箱
掛
け
た
る
早
飛
脚
９ 
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義
太
夫
節
に
は
な
い
、
「
刀
の
鞘
に
」
が
新
内
節
、
説
経
節
双
方
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
更
に
説
経
節
に
は
、
新
内
節
に
も
な
い
「
ハ
ア
ヤ
ッ
シ
ッ
シ
ノ
ー
シ
シ
ヤ
ッ
シ
ッ
シ
シ
シ
ヤ
ッ
シ
ッ
シ
：
．
」
が
挿
入
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
人
形
（
車
人
形
）
の
振
り
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
掛
け
声
は
ど
こ
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
か
。
義
太
夫
節
で
直
ぐ
に
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
『
ひ
ら
な
か
盛
衰
記
」
の
「
逆
櫓
の
段
」
の
櫓
漕
ぎ
の
掛
け
声
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
こ
こ
か
ら
取
っ
た
も
の
か
。
だ
と
すれば、説経節に与えた義太夫の影響の大きさを確認す
る
こ
と
に
な
る
。
古風に感じられる「あいたしこⅡあ痛しこ」（義太夫節、
新
内
節
）
は
、
説
経
節
に
あ
っ
て
は
、
こ
ん
に
ち
で
も
判
り
や
す
い口語「ア痛てててて」に換えられている。
【義太夫節】
（
清
）
サ
ア
ノ
～
ち
ゃ
つ
と
行
キ
た
い
は
い
の
四
．
清
姫
と
飛
脚
の
遣
り
取
り
（飛）ア痛てててて
（
飛
）
イ
ヤ
そ
つ
ち
よ
り
こ
っ
ち
が
行
き
た
い
／
急
用
じ
ゃ
そ
こ
の
い
た
（清）イヤー～聞ねば通さぬノー
（
飛
）
ハ
テ
狐
邪
魔
な
わ
る
に
出
会
シ
た
／
時
が
切
レ
ふ
か
し
ら
ぬ
共
／
か
い
つ
ま
ん
で
は
な
さ
守
成
ル
ま
い
／
ハ
テ
高
が
こ
な
た
を
ほ
っ
と
あ
い
て
／
夜
抜
す
る
と
い
ふ
た
は
い
の
（清）そふしてどふじゃへ
（
飛
）
さ
っ
て
も
く
と
し
問
殺
す
は
／
コ
レ
是
か
ら
跡
は
大
事
の
咄
／
と
つ
く
り
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
／
ド
レ
耳
差
へ
持
シ
て
こ
ざ
れ
（清）サア其跡はへ
（飛）み国つとう
【新内節］
（清）サアー、ちやっと行きたいわいノウ
（
飛
）
イ
ヤ
そ
つ
ち
よ
り
こ
っ
ち
が
行
き
た
い
／
急
用
じ
ゃ
、
そ
こ
退
い
た
（清）イヤー～聞かねば通さぬ、通さぬ
（
飛
）
ハ
テ
サ
テ
邪
魔
な
わ
る
に
出
逢
う
た
わ
い
／
時
が
切
り
よ
う
か
知
ら
ね
ど
も
／
か
い
つ
ま
ん
で
話
き
ざ
な
る
ま
い
／
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ハ
テ
た
か
が
こ
な
た
を
放
っ
て
お
い
て
／
夜
抜
す
る
と
言
う
た
わ
い
の
（清）そうしてどうじやエ
（飛）さってもくどし問い殺すは／これからあとは大事
の
話
／
と
つ
く
り
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
／
ド
レ
耳
こ
こ
へ
グーへ〆￣ヘ
飛１青
、－－、－‐
〆￣､／￣、
飛清
、-〆、-＝
〆￣、〆￣､
飛１青
、－〆、-＝
［説経節］ あの
の
、
・
も
の
の
、
耳
っ
と
う
持
っ
て
ご
ざ
れ
さ
あ
、
そ
の
あ
と
は
エ
イ
エ
ー
～
訳
聞
か
ね
ば
通
さ
ぬ
ｌ
～
サアノー、チャットノー～
ざ
て
も
く
ど
い
奴
じ
ゃ
な
／
ウ
ウ
ど
れ
ノ
ー
～
、
ウ
ウ
耳
を
ノノｌｌ、へへへへへ、
や、そこ退いたノーⅡ～
れ
は
当
世
流
行
り
の
霧
香
水
か
な
、
香
油
か
な
、
大
分
良
こ
れ
は
ァ
大
分
良
し
匂
し
か
す
る
わ
｝」
こ
こ
へ
持
っ
て
お
じ
や
れ
、
言
う
て
聞
か
せ
る
ほ
ど
に
な
、
ア
も
っ
と
傍
へ
持
っ
て
お
じ
や
れ
、
、
も
っ
と
傍
へ
、
オ
何
だ
と
沢
聞
き
チ
そ
っ
ち
よ
り
こ
っ
ち
が
／
急
用
じ
五
．
三
人
目
、
七
墓
巡
り
の
修
行
者
の
科
白
〆￣へ〆￣､／￣へ／￣へ
飛清飛ｉ青
～－〆、■＝、－〆、＝〆
こ
の
部
分
で
は
、
新
内
節
は
義
太
夫
節
を
ほ
ぼ
忠
実
に
踏
襲
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
説
経
節
の
方
に
大
幅
な
改
変
が
な
さ
れ
て
い
る
。
追
加
部
分
は
、
飛
脚
の
饒
舌
と
そ
れ
に
よ
る
清
姫
の
焦
り
の増幅という、｜定の効果を上げていると言えよう。
［義太夫節］
（
修
）
坊
主
を
見
か
け
て
頼
ミ
た
い
と
い
や
る
は
／
家
札
を
ま
く
っ
て
く
れ
で
有
ふ
が
／
こ
ｎ
ら
に
家
は
一
軒
も
な
い
／
近
頃
鹿
相
千
万
な
／
そ
し
て
見
れ
ば
ぴ
ら
し
や
ら
と
／
色
よ
い
着
物
／
コ
レ
惣
た
い
幽
霊
と
い
ふ
者
は
／
白
無
垢
き
て
出
る
物
じ
ゃ
は
い
の
／
い
と
し
や
其
様
な
う
っ
か
り
で
は
い
匂
い
じ
ゃ
な
サアノーー、何と言うぞい
そうじゃノー～ノー～／アノノ、
ま
つ
と
傍
へ
持
っ
て
お
じ
や
れ
よ
、
アアサアノー～ノー～
あ
ま
り
匂
ｖ
の
良
し
の
で
話
を
こ
ろ
り
と
忘
れ
た
、
ま
つ
と
傍
へ
、
ア
ア
コ
ノ
ノ
、
耳
っ
と
ん
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（
修
）
坊
主
を
見
か
け
問
い
た
い
と
は
／
大
方
家
札
か
戸
守
り
で
【説経節】
【新内節】
（
修
）
坊
主
を
見
か
け
て
頼
み
た
い
と
言
や
る
は
／
大
方
家
札
を
め
く
っ
て
く
れ
で
あ
ろ
う
が
／
こ
こ
ら
に
家
は
一
軒
も
な
い
／
近
頃
粗
相
千
万
な
幽
霊
ど
の
／
そ
し
て
見
れ
ば
び
ら
／
極
楽
浄
土
の
道
も
知
し
ま
い
／
ド
リ
ャ
迷
は
い
様
お
念
リ
、
柳
の
木
の
下
な
ど
か
ら
、
ヒ
ュ
ウ
ド
ロ
ノ
ー
、
ア
ァ
仏
で
／
十
万
お
く
ど
へ
や
つ
て
く
り
よ
／
な
ま
い
だ
ノ
ー
ーノ
～
と
い
う
も
の
は
／
白
無
垢
を
着
て
、
額
に
三
角
な
紙
を
張
り
じ
や
ら
り
と
／
色
よ
い
着
る
も
の
／
コ
レ
、
総
体
幽
霊
ラ閻浮恋しやなぞと一一一一口うものじゃが／いとしやそ
の
よ
う
な
う
っ
か
り
で
は
／
極
楽
浄
土
の
道
も
知
れ
ま
い
／
ど
り
や
ノ
ー
、
迷
わ
ぬ
よ
う
お
念
仏
で
／
十
万
億
土
へ
だ
ん
ぶ
つ
、
な
む
あ
み
だ
、
な
ん
ま
い
だ
ノ
ー
な
ん
ま
い
ノ
～
な
ん
ま
い
だ
、
な
ま
あ
み
だ
ん
ぶ
つ
、
な
む
あ
み
だ
や
っ
て
く
り
ょ
／
な
み
だ
ノ
ー
な
む
あ
み
だ
、
な
む
あ
み
こ
こ
は
、
説
経
節
が
新
内
節
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れるところ。全体は、当然詞であるが、最後の念仏は、
義
太
夫
で
は
節
に
の
せ
た
か
、
不
明
で
あ
る
が
、
詞
章
か
ら
は
詞
と見るのが妥当だろう。一方、新内節も説経節も一種独
特
の
節
に
の
せ
て
語
ら
れ
る
。
新
内
節
に
入
れ
事
の
よ
う
に
あ
る
「額に三角な紙を張り」「アアラ閻浮恋しやなぞと一一一一口うも
のじゃが」が、説経節にない理由は不明。
そ
そ
う
なお、義太夫節、新内節、双方に見られる「鹿相（粗相）」
が
、
説
経
節
で
は
「
殊
勝
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
音
軒
も
な
い
／
近
頃
殊
勝
千
万
／
そ
し
て
見
れ
ば
何
や
ら
ビ
も
め
く
っ
て
く
れ
い
と
の
頼
み
か
／
見
れ
ば
辺
り
に
は
無
阿
弥
陀
、
な
ん
ま
い
だ
ノ
ー
な
ん
ま
い
ノ
ー
南
無
阿
弥
ｌ
 
陀 な
ん
ま
い
だ
ノ
ー
南
無
阿
弥
陀
、
南
無
阿
弥
陀
ん
仏
、
南
ド
ロ
ノ
ー
ノ
ー
と
言
う
て
出
掛
け
る
者
じ
ゃ
が
／
い
と
し
や
、
そ
の
よ
う
な
う
っ
か
り
で
は
／
極
楽
浄
土
の
道
も
知
れ
ま
い
／
お
念
仏
で
／
十
万
億
士
へ
や
っ
て
く
れ
よ
う
／
は
白
無
垢
を
着
て
、
柳
の
下
や
古
井
戸
か
ら
、
オ
ヒ
ュ
ウ
、
ラ
シ
ャ
ラ
ノ
ー
と
／
色
良
い
衣
服
／
総
体
幽
霊
と
い
う
者
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六
．
三
人
目
、
修
行
者
の
科
白
の
取
り
違
い
で
、
口
承
に
よ
る
間
違
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
説
経
節
の
詞
章
は
、
当
初
は
と
も
か
く
（
義
太
夫
節
の
床
本
を
参
照
で
き
た
か
も
知
れ
な
い
）
、
口
承
に
よ
っ
て
変
化
し
て
き
た
傍
証
に
な
る
だ
ろ
う
。
（
修
）
コ
レ
其
わ
ろ
が
い
ふ
た
は
の
／
若
女
子
が
此
道
を
く
る
な
【義太夫節］
【新内節】 ては
未
来
が
こ
は
ざ
に
／
真
直
に
い
ふ
そ
や
／
ア
塾
是
々
其
き
つ
さ
う
は
何
事
／
ナ
フ
こ
は
や
恐
し
や
／
お
ら
が
知
シ
た
事
じ
ゃ
な
い
し
ら
い
が
仏
／
な
む
あ
み
た
赦
し
給
へ
お
女
郎
／
助
給
へ
御
誓
願
／
な
ま
い
だ
Ｉ
～
な
む
あ
み
だ
／
ぶ
つ
に
げ
共
ほ
う
ｌ
～
赴
足
は
行
キ
が
た
し
ら
す
成
に
け
り
ら
ば
／
お
れ
は
川
へ
身
を
投
て
／
し
ん
た
と
い
ふ
て
だ
ま
し
て
く
れ
／
逢
う
て
は
き
つ
ふ
な
ん
ぎ
す
る
／
ど
ふ
ぞ
跡
へ
戻
し
て
く
れ
と
／
頼
み
や
っ
た
れ
ど
此
坊
主
／
嘘
つ
い
ま
っ
す
ぐ わ
か
い
お
な
ど
（
修
）
コ
レ
そ
の
和
郎
が
言
う
た
は
の
／
若
い
女
子
が
こ
の
道
を
く
る
な
ら
ば
／
俺
は
川
へ
身
を
投
げ
て
／
死
ん
だ
と
い
う
て
願
し
て
く
れ
／
逢
う
て
は
き
つ
う
難
儀
す
る
／
ど
う
ぞ
あ
と
へ
一
尻
し
て
く
れ
と
／
頼
み
や
っ
た
れ
ど
、
こ
の
坊
主
（修）
お
娘
や
／
兎
角
山
伏
と
う
奴
は
、
フ
ウ
【説経節】 鬼が
出
て
責
め
る
が
恐
さ
に
／
マ
マ
ま
つ
す
ぐ
に
言
う
ぞ
き
っ
そ
う
や
／
ア
ァ
コ
レ
ノ
～
そ
の
気
相
は
何
事
ぞ
／
ノ
ウ
怖
や
恐
ろ
し
や
／
お
ら
ら
が
知
っ
た
事
じ
ゃ
な
い
、
知
ら
ぬ
が
仏
／
ナ
ン
マ
イ
ダ
。
許
し
給
え
や
お
ん
女
郎
／
助
け
給
え
や
御
誓
願
／
ナ
マ
イ
ダ
ノ
～
／
ぶ
つ
と
も
ほ
う
ほ
う
逃
足
は
行
方
知
れ
ず
な
り
に
け
り
責
め
ら
る
る
が
怖
さ
／
マ
マ
真
直
ぐ
に
言
う
ぞ
よ
／
コ
レ
／
嘘
つ
い
て
は
未
来
へ
行
て
、
赤
い
鬼
や
黒
い
鬼
や
白
い
と
法
螺
を
吹
く
の
が
持
ち
前
じ
ゃ
が
、
そ
こ
へ
ゆ
く
と
こ
か
ら
閻
魔
様
の
前
へ
行
っ
て
、
赤
い
鬼
や
、
青
い
鬼
に
レ
ノ
ー
～
お
娘
や
、
も
し
な
法
螺
を
吹
い
て
み
ろ
、
死
ん
で
ン
叩
け
ど
曲
〕
決
し
て
ホ
ラ
は
吹
か
ぬ
ぞ
よ
の
愚
僧
な
ぞ
は
な
、
大
事
の
所
へ
つ
け
て
お
く
鉦
は
チ
ャ
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ノ
ー
ノ
ー
、
そ
の
血
相
は
何
事
ぞ
／
ノ
ウ
こ
わ
や
恐
ろ
し
や
／
俺
ら
が
知
っ
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
、
知
ら
ぬ
が
、
ホ
ホ
仏
／
許
し
て
給
え
や
御
女
郎
／
助
け
て
給
え
や
、
御
誓
願
／
な
ん
ま
い
だ
ノ
ー
、
南
無
阿
弥
陀
と
共
に
ホ
ウ
ノ
～
逃
げ
足
は
行
方
知
れ
ず
な
り
に
け
る
こ
こ
も
、
義
太
夫
か
ら
新
内
節
を
経
て
、
説
経
節
へ
と
い
う
、
道
筋
を
強
く
印
象
づ
け
る
部
分
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
「
赤
い
鬼
や
、
青
い
鬼
に
責
め
ら
る
る
が
怖
さ
」
に
新
内
節
の
影
響
が
認
め
られるが、「兎角山伏と一一一一口う奴は、ブウノーと法螺を吹
く
の
が
持
ち
前
じ
ゃ
が
、
そ
こ
へ
ゆ
く
と
こ
の
愚
僧
な
ぞ
は
な
、
大
事
の
所
へ
つ
け
て
お
く
鉦
は
チ
ャ
ン
ノ
ー
と
叩
け
ど
も
、
決
し
てホラは吹かぬぞよ」の入れ事は、少々下掛かってはい
る
も
の
の
、
こ
の
場
を
チ
ャ
リ
場
と
す
る
効
果
を
存
分
に
上
げ
て
い
る
。
寧
ろ
、
義
太
夫
節
と
新
内
節
の
場
合
、
詞
章
自
体
は
、
安
珍
の
言
葉
の
繰
り
返
し
が
清
姫
の
嫉
妬
を
更
に
煽
る
と
し
て
も
、
柳
か
重
複
の
感
を
抱
か
せ
る
し
、
こ
の
場
が
チ
ャ
リ
場
で
も
あ
る
と
す
る
な
ら
、
物
足
り
な
い
。
説
経
節
の
、
台
本
よ
り
も
口
承
の
自
在
さ
の
良
さ
が
出
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
わ
れる。
七
．
渡
し
場
に
着
い
て
、
舟
を
出
し
て
く
れ
る
よ
う
頼
む
清
姫
に
、
舟長は、
義
太
夫
節
の
傍
線
部
は
、
新
内
節
も
説
経
節
も
継
承
し
て
い
な
い
。
こ
れ
も
、
義
太
夫
節
か
ら
新
内
節
を
経
て
説
経
節
に
至
る
と
いう仮説の傍証となるだろうか。
義太夫節の傍線部は、現行義太夫節『日高川入相花王』
の「あったら夢を取り逃がしたわい」に、一一一一口葉を換えて
引き継がれている。
【義太夫節】
（
舟
）
第
一
ね
む
た
い
夜
が
明
ケ
た
ら
渡
し
て
や
ろ
／
ヱ
ミ
フ
ま
い
最
中
を
／
け
た
国
ま
し
う
起
さ
れ
た
／
あ
た
ぶ
が
悪
い
と
つ
ふ
や
け
ば
［説経節】
（舟）第一眠たいわ、夜が明けたら渡してやろうワイ
［新内節】
（舟）第一眼たいわい夜が明けたら渡してやろ
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八
．
続
い
て
、
舟
長
の
科
白
【新内節］
（
舟
）
か
の
山
伏
の
頼
み
に
は
／
様
子
あ
っ
て
そ
れ
が
し
は
道
成
寺
へ
逃
げ
行
く
者
／
あ
と
よ
り
十
六
七
な
女
が
来
た
ら
ば
／
必
ら
ず
舟
を
渡
し
て
く
れ
な
／
逢
う
て
は
忽
ち
命
ず
く
に
も
及
ぶ
こ
と
／
も
し
渡
さ
ば
／
そ
ち
共
に
難
儀
し
よ
う
（
舟
）
彼
ノ
山
伏
の
頓
ミ
に
は
／
様
子
有
シ
て
某
は
道
成
寺
へ
遡
行
者
／
十
六
七
な
女
が
来
ら
ば
／
必
舟
を
渡
し
て
く
れ
な
た
ち
ま
ち
（
清
）
コ
レ
な
ふ
そ
れ
は
と
ふ
よ
く
じ
ゃ
／
た
と
へ
渡
シ
て
下
さ
っ
て
も
／
こ
な
た
に
科
も
難
儀
も
か
け
ま
い
／
思
ふ
男
を
」
旧
１
１
人
に
ね
と
ら
れ
／
わ
し
は
ゆ
か
ね
ば
こ
が
れ
死
／
捨
る
命
【義太夫節］
つ
か
ふ
ど
ナ
共
に
な
ん
ぎ
せ
ふ
／
く
れ
八
、
頼
ム
と
い
や
っ
た
り
や
い
１
 
つ
迄
も
渡
し
や
せ
ぬ
な
ら
ぬ
／
ノ
ー
逢
て
は
忽
命
チ
つ
く
に
も
及
ぶ
事
／
若
渡
さ
ば
／
そ
ち
／
く
れ
ぐ
れ
も
頼
む
々
々
と
、
引
く
り
返
し
お
つ
く
り
返
こ
こ
で
目
立
つ
の
は
、
舟
長
の
言
葉
に
新
内
節
で
は
、
「
引
く
チ
は
お
し
ま
ね
共
／
た
っ
た
二
と
ト
云
恨
が
い
ひ
た
い
も
し
し
頼
み
や
つ
た
れ
ば
、
こ
こ
は
一
番
達
引
じ
ゃ
、
渡
す
こ
と
な
ら
ぬ
／
な
ら
ぬ
と
ツ
コ
ど
な
る
（
清
）
こ
れ
の
う
そ
れ
は
胴
欲
じ
ゃ
／
た
と
え
渡
し
て
く
だ
さ
っ
て
も
／
こ
な
た
に
科
も
難
儀
も
か
け
ま
い
／
思
う
男
を
ひ
と
に
寝
取
ら
れ
／
わ
し
は
行
か
ね
ば
焦
れ
死
／
棄
つ
る
命
は惜しまねども／たった一トー一一一口恨みが言いたい
【説経節】
（舟）その山伏殿の頼みには／この後から十六、七の女子
（
清
）
ア
ア
、
コ
レ
、
そ
れ
は
ほ
ん
か
い
な
／
例
え
渡
し
下
さ
っ
て
も
／
こ
な
た
に
難
儀
は
か
け
ま
い
も
の
を
／
思
う
男
は
人
に
寝
取
ら
れ
／
私
し
ゃ
行
か
ね
ば
こ
が
れ
死
に
／
死
す
く
る
け
え
し
頼
ま
れ
た
れ
ば
、
と
は
な
ら
ぬ
ワ
イ
き
つ
い
難
儀
す
る
／
も
し
渡
さ
ば
／
そ
っ
ち
と
も
難
儀
し
が
見
え
た
な
ら
／
必
ず
船
渡
し
て
く
れ
ぬ
な
／
会
う
て
は
よ
う
と
／
ひ
つ
く
り
け
え
し
、
るこの身は厭わねど／たった一言恨みが一一一一口いたい
か
つ
く
る
け
え
し
、
お
っ
い
つ
ま
で
い
て
も
渡
す
こ
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九
．
清
姫
の
重
ね
て
の
頼
み
に
も
、
舟
長
は
、
り
返
し
お
つ
く
り
返
し
」
が
追
加
さ
れ
、
説
経
節
で
は
更
に
「
ひ
つ
く
り
け
え
し
、
か
つ
く
る
け
え
し
、
お
つ
く
る
け
え
し
」
と
、
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
舟
長
の
前
半
部
分
は
、
説
経
節
で
砕
け
て
口
語
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
前
二
者
に
見
える「とふよく（胴欲）じゃ」は、「胴欲」という語が、
義
太
夫
節
で
は
常
套
語
で
あ
り
、
大
阪
風
に
聞
こ
え
る
の
に
対
し
て
江
戸
風
の
「
ほ
ん
か
い
な
」
に
変
わ
る
。
全
体
が
、
江
戸
口
語
風
に
変
容
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
と
／
舟
ば
り
に
脚
ふ
ん
ぞ
ら
し
苦
口
い
ふ
も
川
向
ひ
／
喧
嘩
し
か
け
と
見
へ
に
け
る
【新内節】
（
舟
）
俺
あ
こ
の
年
ま
で
／
焦
れ
死
と
い
う
も
の
つ
い
に
見
た
こ
（
舟
）
お
り
や
此
年
迄
／
こ
が
れ
死
と
い
ふ
者
つ
い
に
見
た
事
が
［義太夫節】
今
は
せ
ん
か
た
泣
ク
目
を
は
ら
ひ
な
い
／
さ
ら
は
ね
な
が
ら
見
物
せ
ふ
か
新内節が、義太夫節の「苦口いふも川向ひ」が「さあ、
焦
れ
死
が
所
望
じ
ゃ
、
所
望
じ
ゃ
」
と
改
作
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
ふなばり
の
に
対
し
て
、
説
経
節
で
は
、
そ
の
前
の
「
舟
梁
に
脛
踏
ん
反
ら
し」が欠如、また同じ部分が「情けを知らずの船長が」と、
短
く
単
純
化
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
こ
れ
ま
た
浄
瑠
璃
の
掛
詞
の
常
套
句
「
今
は
詮
方
泣
く
目
を
払
い
」
が
、
「
聞
く
よ
り
猶
も
せ
き
上
げ
て
」
と
、
そ
の
掛
詞
を
犠
牲
に
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、
意
識
的
に
な
さ
れ
た
も
の
な
の
か
否
か
、
判
然
と
は
し
な
い
。
（舟）さあ、焦れ死が所望じゃ、所望じゃ
ト暗一嘩仕掛けと見えにける
［説経節】
（
舟
）
エ
、
俺
あ
こ
の
年
ま
で
／
女
子
の
焦
れ
死
と
い
う
は
見
た
今
は
詮
方
泣
く
目
を
払
い
と
が
な
い
／
さ
ら
ば
寝
な
が
ら
見
物
し
よ
う
か
仏
惚
旧
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ト
／
舟
梁
に
脛
踏
ん
反
ら
し
聞
く
よ
り
猶
も
せ
き
上
げ
て
と／情けを知らずの船長が、暗一嘩仕掛けと見えにける
こ
と
が
な
い
わ
／
さ
あ
ら
ば
居
な
が
ら
見
物
し
よ
う
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十
．
も
は
や
こ
れ
ま
で
、
泳
い
で
渡
る
し
か
な
い
と
、
清
姫
は
日
高川に身を投げる。その姿は、嫉妬によって蛇体となり、
川を泳ぎ切り、漸く道成寺へ、
吐
息
ゑ
ん
ノ
ー
た
る
／
炎
を
吹
か
け
目
を
い
か
ら
し
／
髪
逆
に
い
き
ほ
ひ
振
乱
し
／
一
念
こ
っ
た
る
勢
に
／
舟
長
恂
り
わ
な
瞬
き
声
ｌ
ｌ
ｌ
Ｈ
催
ｒ
ｌ
じ
ゃ
（
舟
）
ヤ
レ
悲
し
や
冷
じ
ゃ
鬼
に
成
シ
た
／
蛇
に
成
シ
た
／
そ
り
や
人
～
赴
て
行
／
清
姫
は
一
ト
筋
の
／
し
ん
い
強
勢
た
ゆ
ま
ず
さ
ら
》）しね
ず
／
な
ん
な
く
岸
根
に
お
よ
ぎ
付
キ
／
照
月
影
を
／
水
鏡
／
見
れ
す
さ
ま
【義太夫］
逆
ま
く
浪
を
か
き
分
ケ
ノ
～
／
ゆ
ん
手
に
し
づ
み
め
て
に
浮
／
ｌ
－
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｈ
ｈ
 
ぬ
き
手
を
切
シ
て
さ
っ
ノ
ー
ざ
／
さ
っ
と
飛
ち
る
水
煙
》
三
を
／
か
う
り
や
う
ト
ー
ざ
そ
へ
る
皎
竜
の
／
巨
海
を
渡
る
ご
と
く
に
て
は
ね
立
一
ア
／
け
惚
旧
脳
た
て
塾
お
よ
き
し
が
し
ん
ゐ
の
猛
火
五
躰
を
こ
が
し
／
口
よ
り
は
く
い
き
５
ｍ
：
歯
ば
額
に
角
生
立
／
髪
も
形
も
我
レ
な
が
ら
／
冷
じ
ゃ
恐
し
や
／
し
あ
き
れ
ば
し
忙
て
立
シ
た
り
し
が
と
て
も
（
清
）
も
ふ
此
姿
に
成
ル
か
ら
は
／
辿
連
そ
ふ
望
は
た
へ
た
／
我
と
／
舟
を
乗
捨
か
け
あ
が
り
／
堤
の
原
を
横
切
レ
に
命
チ
か
ら
も
ふ
く
る
は
ヤ
レ
あ
が
る
は
／
喰
殺
さ
れ
て
は
成
ル
ま
い
力
そ
は
ぬ
か
ら
人
も
い
や
／
錦
の
－
別
に
の
め
ノ
ー
と
／
何
が
う
さ
か
さ
ま
ン
の
そ
は
せ
ふ
れ
き
せ
ふ
ぞ
／
か
は
ゆ
き
あ
ま
っ
て
憎
さ
が
百
倍
／
取
殺
さ
い
で
お
か
ふ
か
と
／
又
か
け
出
す
草
履
塚
／
松
原
／
過
キ
て
行
先
キ
は
／
間
近
く
見
ゆ
る
森
林
／
む
ね
門
高
塀
／
し
る
人
、
と
い
ら
か
な
ら
べ
し
道
成
寺
【新内節】
ゆ
ん
で
め
て
逆
巻
く
浪
を
掻
き
分
け
掻
き
分
け
／
左
手
に
沈
み
に
右
手
浮
き
／
抜
き
手
を
切
っ
て
さ
あ
っ
さ
あ
つ
き
／
さ
っ
と
飛
び
散
る
水
烟
こ
う
…
ｌ
り
、
雲
を
／
さ
そ
え
る
皎
竜
の
／
湖
海
を
渡
る
如
く
に
て
跳
ね
立
し
ん
い
み
よ
う
て
、
蹴
立
て
て
泳
ぎ
し
が
愼
志
の
猛
火
、
五
体
を
焦
し
／
口
よ
り
吐
く
息
炎
々
た
る
／
焔
を
吹
き
か
け
目
を
怒
ら
し
／
髪
さ
か
さ
ま
に
振
り
乱
し
／
一
念
凝
っ
た
る
勢
い
に
／
舟
長
び
っ
く
り
わ
な
な
も
う
来
る
わ
、
や
れ
上
る
／
な
め
殺
き
れ
て
は
な
る
ま
い
ト
／
舟
を
乗
り
す
て
駆
け
上
り
／
堤
の
原
を
横
切
れ
に
命
か
ら
が
う
せ
い
た
ゆ
が
ら
逃
げ
て
行
く
／
清
姫
は
一
ト
筋
の
／
愼
患
強
勢
僥
ま
ず
去
らむ
れ
ず
／
難
な
く
岸
ね
に
泳
ぎ
つ
き
／
照
る
月
影
を
／
見
渡
せ
ば
／
棟
門
高
塀
／
し
ろ
じ
ろ
と
蔓
並
べ
し
道
成
寺
／
供
養
の
庭
に
ぞ
着
き
麦ご一戸
（舟）
や
れ
恐
ろ
し
や
凄
ま
じ
ゃ
／
鬼
に
な
っ
た
／
蛇
に
な
っ
た
／
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ず
く
と
も
な
く
逃
げ
て
行
く
／
後
に
も
残
る
清
姫
は
／
難
な
く
岸
に
泳
ぎ
着
き
／
照
る
月
影
に
／
身
を
映
し
／
見
れ
ば
額
に
角
生
い
体
を
焦
が
し
／
口
よ
り
陰
炎
吹
き
出
だ
し
／
髪
逆
立
ち
に
振
り
乱
し
／
一
念
凝
っ
た
る
有
様
に
／
船
長
び
っ
く
り
わ
な
な
き
声
（
舟
）
ヤ
ア
レ
上
が
る
わ
、
そ
れ
来
る
ワ
イ
／
い
つ
の
間
に
や
ら
、
逆
巻
く
波
を
掻
き
分
け
ノ
ー
／
弓
手
に
沈
み
、
馬
手
に
浮
き
／
抜
き
手
を
切
っ
て
サ
ッ
ノ
ー
サ
／
雲
を
誘
う
る
高
龍
の
／
苦
界
を
し
ん
に
ｌ
渡
る
如
く
に
て
跳
ね
立
て
／
蹴
立
て
て
泳
ぎ
け
る
愼
患
の
炎
は
五
に
け
る
立
て
／
髪
も
形
も
あ
ら
ば
こ
そ
／
暫
し
呆
れ
て
立
ち
上
が
り
【説経節】
（
清
）
も
う
こ
う
な
る
上
か
ら
は
／
所
詮
連
れ
添
う
望
み
は
絶
え
た
／
我
添
わ
ぬ
上
か
ら
は
／
錦
の
前
に
オ
メ
ノ
ー
と
／
お
の
れ
添
わ
そ
う
、
寝
か
そ
う
か
／
可
愛
さ
余
っ
て
憎
さ
百
倍
／
取
り
殺
さ
い
で
お
く
べ
き
か
と
あ
る
所
を
一
散
に
／
道
成
寺
へ
と
急
ぎ
行
く
／
草
履
塚
も
早
は
、
確
か
に
お
命
や
た
ま
ら
ぬ
ｌ
 
と
／
船
乗
り
捨
て
て
駈
け
上
が
り
／
堤
河
原
を
横
切
り
に
、
い
か
の
女
／
鬼
に
な
っ
た
／
蛇
に
な
っ
た
／
食
い
殺
さ
れ
て
い
よ
い
よ
大
詰
め
の
場
面
。
現
行
文
楽
で
も
、
他
の
人
形
芝
居
（例えば、説経節などを地方とする八王子車人形）でも、
舞
台
上
で
は
、
浪
幕
、
ガ
ブ
の
頭
を
用
い
、
所
狭
し
と
人
形
が
大
活躍をする。
新
内
節
が
、
義
太
夫
節
、
説
経
節
に
比
べ
て
短
め
な
の
は
、
人
形
を
用
い
な
い
素
浄
瑠
璃
で
あ
る
せ
い
か
。
「
も
ふ
此
姿
に
成
ル
からは」以下の清姫の科白が省略されるなど、ここでは、
新
内
節
の
特
徴
が
顕
著
で
あ
る
一
方
、
説
経
節
も
、
義
太
夫
節
の
「しんゐの猛火」が、「愼悪の炎」に、「「口より吐息ゑ
ん
ノ
ー
た
る
／
炎
を
吹
か
け
目
を
い
か
ら
し
」
が
、
「
口
よ
り
陰
炎吹き出だし」に、「喰殺されては成ルまい」が、「食い
殺
さ
れ
て
は
、
確
か
に
お
命
や
た
ま
ら
ぬ
」
に
な
り
、
「
し
ん
い
強勢たゆまずさらず」が省かれるなど、やはり文語的表
こ
か
い
現の口室叩化が見られる。奇妙なのは、「巨海を渡る」が、
く
が
い
「苦界を渡る」となっている点で、これでは意味を成さ
な
い
。
口
承
に
よ
る
弊
害
の
一
つ
で
も
あ
る
。
や越えて／幽かに見える森林／棟門高塀／白々と莞並べ
し
道
成
寺
に
と
着
き
に
け
る
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「
渡
し
場
」
で
演
奏
を
終
え
る
場
合
は
、
説
経
節
で
は
「
と
あ
お
お
ぎ
り
る
所
を
一
散
に
／
道
成
寺
へ
と
急
ぎ
行
く
」
で
大
切
（
義
太
夫
節
で
言
う
「
段
切
り
」
。
鐘
楼
の
場
に
繋
げ
る
と
き
は
「
と
あ
る
～
急
ぎ
行
く
」
は
、
省
略
さ
れ
る
）
と
な
る
。
ま
た
、
現
行
文
楽
で
は
、
舟長が逃げた後、清姫が我身の姿を水に映して見て、「怪
し
か
り
け
る
」
で
ヲ
ク
リ
と
な
り
、
鐘
楼
の
場
は
、
清
姫
と
三
人
の
通
行
人
が
遣
り
取
り
す
る
前
半
の
堤
の
部
分
同
様
、
普
通
上
演
さ
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
堤
の
場
と
鐘
楼
の
場
が
存
在
、
あ
る
い
は
現
存
す
る
の
か
も
著
者
に
は
不
明
で
あ
る
が
、
現
行
文
楽
『
目
高川人相花王』渡し場は、左に参照として掲げるように、
詞
章
は
こ
こ
で
比
較
し
た
三
者
と
大
い
に
異
な
る
。
一
言
は
紀
の
国
目
高
川
、
清
き
流
れ
も
清
姫
が
胸
の
炎
は
夜
叉
鬼
神
、
松
吹
く
風
に
誘
は
れ
て
只
さ
へ
い
と
欝
物
凄
し
。
女
心
の
一
筋
に
脛
も
あ
ら
は
に
や
う
ぐ
と
、
目
高
の
川
を
｝
ご
か
し
こ
「安珍さまいなう、わが夫なう」
と
駈
廻
り
、
呼
べ
ど
叫
べ
ど
松
風
の
他
に
答
ゆ
る
も
の
も
な
き
、
は
や
山
の
端
に
さ
し
昇
る
隈
な
き
夜
半
の
月
影
は
、
月
を
欺
く
如
参照現行文楽『日高川入相花王』渡し場の段（註７）
く
な
り
、
か
す
か
に
見
ゆ
る
川
岸
の
、
も
や
ひ
し
舟
に
「
ハ
ア
国
嬉
し
や
、
こ
国
は
目
高
の
渡
し
場
、
こ
れ
を
越
ゆ
れ
ば道成寺へ間もなし、渡り頼まん急がん」
と
川
の
汀
に
立
ち
寄
り
て
「なうその舟早う渡してたぺ、渡し守どの、ノーいなう、
コレなうノー」
と
呼
ぶ
声
も
枯
野
の
秋
の
舟
な
ら
で
、
渡
り
か
ね
る
ぞ
甲
斐
も
なき。寝耳
に
ふ
っ
と
舟
長
は
苫
押
し
の
け
て
仏
頂
面
、
「エ魯何ぢや、暗亡いわい。夜々中がやノーと、「早う
ノ
ー
』
の
そ
の
声
で
、
あ
っ
た
ら
夢
を
取
逃
が
し
た
わ
い
。
夜
が
明けたらば渡してやらう、エ画コレよう寝ている者を、
ア夕鈍くさい」
と
つ
か
う
ど
に
顔
を
し
か
め
て
つ
ぶ
や
け
ば
、
「
な
う
自
ら
は
道
成
寺
へ
急
ぐ
者
、
早
う
こ
輯
を
渡
し
て
た
く
、
サ早うノー」
「
エ
何
ぢ
や
、
鱈
汁
が
食
ひ
た
い
、
ア
ハ
竺
興
塾
、
テ
モ
嫌
ら
し
い
奴
ぢ
や
わ
い
、
ハ
国
ア
聞
え
た
、
コ
リ
ャ
何
ぢ
や
な
、
宵
に
渡
し
た
山
伏
の
後
追
う
て
き
た
女
ぢ
や
な
、
エ
餌
そ
れ
な
れ
ば
な
ほ
渡
さ
れ
ぬ
、
な
ら
ぬ
ノ
ー
」
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にべもなき詞に姫は涙声、
「
エ
国
そ
り
ゃ
胴
慾
ぢ
ゃ
ｌ
～
ｌ
～
わ
い
な
う
、
親
の
許
し
た
わ
が
夫
を
他
所
の
女
子
に
寝
取
ら
れ
て
、
何
と
こ
の
儘
帰
ら
れ
う
、
不
便
と
恩
う
て
渡
し
て
た
く
、
慈
悲
ぢ
や
情
ぢ
や
、
聞
分
け
て
」
と
頼
み
つ
か
こ
ち
つ
手
を
合
せ
、
嘆
き
沈
む
ぞ
哀
れ
な
り
。
こ
な
たはなほも空吹く風、
「
ム
圏
そ
れ
ほ
ど
頼
む
な
ら
渡
し
て
や
ら
う
、
と
云
ふ
た
ら
よ
か
ら
う
が
、
マ
ア
い
や
ぢ
や
。
お
り
や
あ
の
山
伏
に
縁
も
な
し
、
ま
た
由
縁
も
な
け
れ
ど
、
渡
さ
れ
ぬ
と
い
ふ
訳
を
耳
を
さ
ら
へ
て
よ
う
聞
け
よ
、
わ
れ
が
尋
ね
る
山
伏
の
頼
み
に
は
『
様
子
あ
っ
て
某
は
道
成
寺
へ
逃
げ
行
く
者
十
六
七
の
女
が
来
た
ら
必
ず
渡
し
て
く
れ
る
な
」
と
、
小
金
く
れ
て
頼
ま
れ
た
れ
ば
、
金
の
冥
利
で
こ
の
川
を
渡
す
こ
と
は
な
ら
い
わ
い
、
寒
気
を
し
の
ぐ
山
伏
の
八
重
か
一
重
か
板
一
枚
、
下
は
地
獄
の
こ
の
商
売
、
頼
ま
れ
た
ら
ば
男
づ
く
、
い
つ
か
な
渡
さ
ぬ
、
マ
ア
な
ら
ぬ
、
わ
れ
も
ま
た
ど
れ
ほ
ど
に
焦
が
れ
て
も
及
ば
ぬ
恋
ぢ
や
、
役
に
も
立
た
ぬ
顎
き
か
ず
と
、
足
元
の
明
る
い
内
と
つ
と
画
と
去
れ
’
～
、
エ
国
う
ぢ
ｌ
～
と
う
ぢ
つ
い
て
棹
の
馳
走
を
食
ら
ふ
か
」
と
慈
悲
も
情
も
な
か
ノ
ー
に
渡
す
気
色
も
な
か
り
け
る
。
姫
は
あ
る
に
も
あ
ら
れ
ば
こ
そ
、
三
画
聞
え
ま
せ
ぬ
ノ
ー
ノ
ー
安
珍
さ
ま
、
恨
み
は
こ
っ
ち
に
あ
る
も
の
を
、
か
へ
っ
て
こ
の
身
に
恥
か
興
さ
れ
、
何
と
永
ら
へ
ゐ
ら
れ
う
ぞ
い
な
う
、
今
日
と
て
も
父
上
の
御
意
見
、
ご
も
つ
と
も
と
は
思
へ
ど
も
、
女
は
一
度
わ
が
夫
と
思
ひ
こ
ん
だ
ら
魔
王
で
も
、
例
へ
鬼
で
も
変
化
で
も
可
愛
い
と
い
ふ
輪
廻
は
離
れ
ず
、
ま
し
て
五
月
の
宮
詣
で
に
ふ
っ
と
見
染
め
し
そ
の
日
よ
り
、
愛
し
床
し
い
恋
し
い
と
夢
現
に
も
忘
れ
か
ね
、
焦
れ
焦
る
国
恋
人
に
逢
ふ
て
嬉
し
い
言
葉
を
、
語
ら
ふ
間
さ
へ
情
な
や
、
恋
の
呵
責
に
砕
か
れ
て
身
は
煩
悩
に
繋
が
る
画
、
紅
蓮
の
氷
、
大
焦
熱
阿
鼻
修
羅
地
獄へ落るとも、思切られぬ安珍さま、聞えいわいな」
と身をもだへ、わつとばかりに声を上げ、嘆く涙の雨
車
軸
、
そ
の
名
も
高
き
紀
の
国
や
、
日
高
の
川
に
水
増
し
て
堤
も
穿
つ
ご
と
く
な
り
、
泣
く
目
を
払
ひ
す
つ
く
と
立
ち
、
「
エ
コ
妬
ま
し
や
腹
立
ち
や
、
恩
ふ
夫
を
寝
取
ら
れ
し
恨
み
は
誰
に
報
ふ
く
き
、
例
へ
こ
の
身
は
川
水
の
底
の
藻
屑
と
な
る
と
て
も
、
増
し
と
恩
ふ
一
念
の
や
は
か
晴
さ
で
置
く
べ
き
か
」
と
心
を
定
め
見
繕
ひ
、
川
辺
に
立
つ
よ
り
水
の
面
写
す
姿
は
大
蛇の有様、
「もはや添はれぬこの身の上、無間奈落へ沈まば沈め、
恨みを一一一一口ふて言ひ破り、取殺さいでおかうか」
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と怒りの脈、歯を噛み鳴らし、あたりを睨んで火焔を吹
き
岸
の
蛇
籠
も
ど
う
ノ
ー
と
青
み
き
っ
た
る
水
の
面
、
ざ
ぶ
ん
と
こ
そ
は
飛
入
っ
た
り
。
舟
長
見
る
よ
り
わ
な
、
き
、
「鬼になった、蛇になった、角が生えた、毛が生えた、
食
殺
さ
れ
て
は
叶
は
じ
」
と
跡
を
も
見
ず
し
て
一
散
に
、
飛
ぶ
が
如
く
に
逃
げ
て
ゆ
く
。
跡
に
怒
り
の
髪
逆
立
て
、
不
思
議
や
立
浪
逆
巻
い
て
、
憤
怒
の
頭
へ
角
振
立
て
、
鱗
逆
立
て
く
る
ノ
ー
ノ
ー
、
怪
し
か
り
け
る
説
経
節
『
日
高
川
入
相
桜
』
の
詞
章
の
成
立
が
、
い
つ
の
時
代
に
な
る
も
の
か
は
、
も
と
よ
り
特
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
新
内
節
『
日
高
川
入
相
桜
』
は
、
義
太
夫
節
『
道
成
寺
現
在
蛇
鱗
」
を
改
作
し
た
も
の
、
全
段
が
伝
わ
る
も
、
現
行
の
義
太夫節『日高川入相花王』は、やはり『道成寺現在蛇鱗』
を
改
作
し
た
も
の
で
『
日
高
川
入
相
花
王
」
宝
暦
九
年
版
と
は
著
し
く
異
な
る
の
で
、
こ
の
系
譜
に
は
入
れ
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
説
経
節
「
日
高
川
入
相
桜
』
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た
か
、
考
え
ら
れ
る
系
譜
を
整
理
し
て
み
る
。
終
わ
り
に
『
義
太
夫
節
『
道
成
寺
現
在
蛇
鱗
』
か
ら
直
接
二
．
新
内
節
「
日
高
川
』
か
ら
三．義太夫節「道成寺現在蛇鱗」と、新内節「日高川』、
双
方
か
ら
（義太夫節『日高川入相花王』宝暦九年版、現行文楽「日
高川入相花王』からの系譜は、考えられない。）
詞
章
の
比
較
か
ら
は
、
三
が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。
義
太
夫
節『道成寺現在蛇鱗』は、ほとんど上演されていないし、
新
内
節
「
日
高
川
』
も
実
際
に
は
あ
ま
り
耳
に
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
両
者
の
版
本
が
伝
わ
っ
て
先
ず
説
経
節
『
日
高
川
入
相
桜
』
の
原
版
が
で
き
あ
が
っ
た
。
そ
の
後
、
両
者
の
版
本
は
失
わ
れ
、
原
版
も
口
承
を
重
ね
て
、
現
行
説
経
節
『
日
高
川
入
相
桜
』
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
詞
章
の
比
較
で
見
た
よ
う
に
、
字
句
の
誤
り
か
ら
も
伺
え
る
。
説
経
節
の
外
題
が
、
『
日
高
川
入
相
桜
』
と
あ
る
の
は
、
現
行
文
楽
の
外
題
『
日
高
川
入
相
花
王
』
の
影
響
を
受
け
た
も
の
か
。
字
句
の
誤
り
や
多
少
の
不
自
然
が
あ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
で
も
説
経
節
は
説
経
節
と
し
て
、
独
自
色
を
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
淨
瑠
璃
風
の
定
型
句
や
文
語
的
な
表
現
を
避
け
（
時
に
は
、
「
い
列
」
と
「
え
列
」
の
混
同
や
科
白
の
言
葉
尻
に
地
域
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色
を
も
感
じ
さ
せ
る
）
、
か
な
り
自
在
に
改
変
し
た
結
果
で
も
あ
る
。
口
承
に
頼
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
の
思
わ
ぬ
効
果
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
詞
章
と
、
義
太
夫
節
や
、
新
内
節
の
豊
か
で
洗
練
さ
れ
た
節
に
比
べ
、
泥
臭
い
と
言
わ
れ
る
説
経
節
の
節
（
こ
れ
も
当
然
口
承
に
よ
る
）
と
相
俟
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
世
界
で
あ
る
。
洋
画
家
の
鈴
木
信
太
郎
の
次
の
言
葉
は
、
八
王
子
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
説
経
節
の
性
格
を
的
確
に
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
これを以て結びとする。
「
田
舎
に
埋
も
れ
た
一
派
は
、
師
匠
か
ら
聞
き
覚
え
た
一
つ
の
文
句
を
耳
か
ら
口
へ
代
々
伝
え
る
ば
か
り
で
、
書
き
写
し
の
ほ
ん
の
符
牒
の
よ
う
な
貧
弱
な
台
本
が
幾
つ
か
残
っ
て
い
る
ぐ
ら
い
で、大部分は口伝えの師匠の癖もそのまま鵜呑みにつづ
く
伝
統
を
、
祖
先
の
代
か
ら
順
々
に
何
の
改
良
も
加
え
ず
に
受
け
継
い
で
い
る
た
め
、
周
囲
が
ま
っ
た
く
変
わ
っ
た
の
に
も
気
付
か
ず
、
か
え
っ
て
『
こ
の
方
が
本
筋
の
古
風
の
梯
を
残
す
も
の
だ
ろ
う」と一一一田村氏（著者註、三田村鳶魚）にほめられたの
であった。」詮８）
註註１
説
経
節
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
説
経
節
』
の
室木弥太郎の解説他、各種参考文献を参考にした。
註２系譜については、小澤勝美「多摩地方の説経浄瑠璃の系譜」
（多摩のあゆみ第五十七号）を中心に、各種資料を参考にした。
註３昭和六十一年設立。八王子に残る「薩摩派説教節」の保存・
伝承に務める。平成五年東京都指定無形文化財に認定される。
註
４
佐
渡
に
残
る
説
経
節
は
、
八
王
子
な
ど
に
伝
わ
る
説
経
節
と
は
異
な
る
。
あ
る
い
は
、
前
期
説
経
節
の
伝
承
さ
れ
た
も
の
か
。
註５秩父横瀬の若林新一郎（若松佐登太夫）家所蔵本一覧ｓ多
摩
の
あ
ゆ
み
第
八
十
号
』
平
成
七
年
た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団
、
七十五’六頁）も大きな異同は見られない。
註
６
『
国
立
劇
場
上
演
資
料
集
〈
五
二
二
〉
第
一
六
七
回
文
楽
公
演
寿
式
三
番
里
伊
勢
音
頭
恋
寝
刃
日
高
川
入
相
花
王
ひ
ら
か
な
盛
衰
記」の内山美樹子による「日高川入相」解説を参照
註
７
比
較
に
際
し
て
、
正
本
は
、
義
太
夫
節
『
道
成
寺
現
在
蛇
鱗
竺
同
現
行『日高川入相花王』は、「国立劇場上演資料集〈五二二〉
第
一
六
七
回
文
楽
公
演
寿
式
三
番
里
伊
勢
音
頭
恋
寝
刃
日
高
川
入
相
花
王
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
」
（
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
調
査
記
録
課
編
、
平
成
二
十
一
年
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
）
か
ら
、
新
内節『日高川」は、『定本新内集』（岡本文弥編、平成七年、
同成社）から、説経節『日高川入相桜』は、『日本文化の伏
流
民
衆
芸
能
説
経
節
集
」
（
多
摩
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
環
境
研
究
会
編
、
平
成
十
年
、
法
政
大
学
多
摩
地
域
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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『
説
経
節
』
新
潮
日
本
古
典
集
成
、
室
木
弥
太
郎
校
注
、
昭
和
五
十
二
年
、
新
潮
社「説
経
節
」
東
洋
文
庫
２
４
３
、
荒
木
繁
・
山
本
左
右
吉
編
注
、
昭
和
四
十
八
年
初
刷
、
平
成
四
年
第
十
八
刷
平
凡
社
『
説
經
正
本
集
』
全
三
巻
、
横
山
重
校
訂
、
昭
和
四
十
三
年
、
角
川
書
店
「
日
本
文
化
の
伏
流
民
衆
芸
能
説
経
節
集
」
「
多
摩
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
環
境
」
研
究
会
編
、
平
成
十
年
、
法
政
大
学
多
摩
地
域
社
会
研
究
セ
ン
タ
ー
「
国
立
劇
場
上
演
資
料
集
〈
五
二
二
〉
第
一
六
七
回
文
楽
公
演
寿
式
三
番
翌
伊
勢
音
頭
恋
寝
刃
日
高
川
入
相
花
王
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
」
国
立
劇
場
調
査
養
成
部
調
査
記
録
課
編
、
平
成
二
十
一
年
、
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
『定本新内集」岡本文弥編、平成七年、同成社
「
復
刻
版
諸
國
の
人
形
芝
居
」
河
竹
繁
俊
編
著
、
新
葉
社
、
平
成
十
年
、
一
八
五
頁 か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
引
用
し
た
。
註
８
「
八
王
子
車
人
形
覚
書
」
鈴
木
信
太
郎
｛
復
刻
版
諸
國
の
人
形
芝
居
』
一八五頁。大正十一一一年五月二十二日に、坪内道遙、｜一一田村
鳶
魚
、
小
田
内
通
久
ら
が
八
王
子
を
訪
れ
、
後
の
十
代
目
薩
摩
若
太
夫
（
内
田
総
淑
）
ら
の
語
っ
た
説
経
浄
瑠
璃
と
小
泉
信
久
座
の
車
人
形
に
感
銘
を
受
け
、
そ
の
説
経
淨
瑠
璃
に
折
紙
を
受
け
た
と
い
う
（
小
澤勝美「多摩地方の説経浄瑠璃の系譜」、『多摩のあゆみ第
五十七号」、十一頁）。
参
考
文
献
『
声
曲
類
纂
』
齋
藤
月
岑
編
著
、
藤
田
徳
太
郎
校
訂
、
昭
和
十
六
年
初
刷
、
平
成
十
三
年
第
六
刷
、
岩
波
文
庫
岩
波
書
店
「三田村鳶魚全集」第廿一巻、三田村鳶魚著、昭和五十二年、中央
公
論
社
「近世日本藝能記」、黒木勘蔵著、昭和十八年、青磁社
『浄瑠璃史」黒木勘蔵著、昭和十八年、青磁社
『多摩のあゆみ第五十七号」平成元年、たましん地域文化財団
『多摩のあゆみ第八十号』平成七年、たましん地域文化財団
『新版色道大鏡」藤本箕山著、新版色道大鏡刊行会編、平成十八年、
八
木
書
店
『富本及新内全集」日本音曲全集第九巻、中内蝶二・田村西男編輯、
昭
和
二
年
、
日
本
音
曲
全
集
刊
行
会
「藝能辞典」河竹繁俊監修、演劇博物館編、昭和二十八年、東京堂
『江戸音曲事典」小野武雄編箸、昭和五十四年、展望社
『日本音楽の歴史」吉川英史著、昭和四十年初刷、昭和四十三年第
四
版
、
創
元
社
一
日
本
音
楽
文
化
史
』
吉
川
英
史
編
、
平
成
元
年
、
創
元
社
一
説
教
と
話
芸
』
関
山
和
夫
箸
、
昭
和
三
十
九
年
、
青
蛙
房
『
説
経
節
の
世
界
』
藤
掛
和
美
署
、
平
成
五
年
、
ペ
リ
か
ん
社
「
嬉
遊
笑
覧
」
全
五
冊
、
喜
多
村
笛
庭
著
、
長
谷
川
強
ほ
か
校
訂
、
平
成
十
四
’
二
十
一
年
、
岩
波
文
庫
岩
波
書
店
『近世風俗史（守貞護稿匡全五冊、喜田川守貞著、宇佐見英機校訂、
平
成
八
’
十
四
年
岩
波
文
庫
岩
波
書
店
『小栗判官の世界」宮川孝之ほか編、平成七年、第五回全国をぐり
サ
ミ
ッ
ト
「
八
王
子
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
実
行
委
員
会
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